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情報化と OR

総竹中工務店常務取締役

近年，新縄等の寸スメディアで切らかなよう

に，社会環境は情報化にむかつて大きく変化しよ

うとして，多種多様の波がせまってくる様相をあ

らわしている.かつて未来や近未来のこととした

内容が，今筏では現在のこととなっており，その

スピードには自を見はるものがある.このような

環境において，企業活動の主投をなすものは人で

あり，人の活動を強力に支援するものが情報であ

ると考えている.当社では全社的な情報化推進活

動を行なっており，その活動の残務上で，私が感

じていることを述べてみたい.

情報化社会における企業環境は，以前にも増し

て不確実性に満ちた要素が多く，許磁の立案やタ

イム予ーな意思決定を一段と密難にしており安そ

れにともなって，企業の活動上の鰭問題に対し

て，より具体的，実践的な問題解決が強く求めら

れてきている.このような環境の変化は，単に被

維なだけでなく，先端技術分野をや心としたテク

ノ口ジーの発演のように，スピ}ドまでま脅してき

た.ところが問題の提起，分析，およびいくつか

の解決策の比較検討には十分な時間が必要である

が，逆に戦略決定の詩詩的余裕がだんだんなくな

ってきている.

このような厳しい企業環境"â:.' P. F. ドラッカ…

は， r乱気流(turburent) の時代J といい不

規則であり，非線形であり，乱調である.しかし

乱気器の霧器は，分析し，予醸し，管理すること

が可能であるj と説明している.これは，環境の

喪3誌が偲々に独立して変化するのでなく，相互に
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影響し合い，構造までも従来のシステムとは異な

ったものに移行していることを示している.この

ことは，提来の超定観意にとらわれず，事態の変

化の本質を兇ぬくことが大切であり，それに対応

して経営を展開する行動力をもったマネージメ γ

トにとっては，乱気流は企業の新しい成長の機会

ともなる.;そのためには，企業が組識の鐘康と活

力を保持し，急激な変fとにも適応できる体質をつ

くることが震饗である.そして，これは経営欝，

管理層，業務膚において，有機的に統合された意

患決定が持なわれてはじめて可能となるであろ

う.

この有機的な意思決定のためには，通産省蹴業

構造審議会のいう J情報の収集，加工，伝達，

積，利用を意識的に行なう情報化」が必須である

と考えられるが，それらにはORtこ期待するいく

つかの課題がある.

今日のように情報過多の時代には，必要な情報

や不必要な情報，正礎な情報や正確性に欠けた情

報，時代に鰐Fちした濡事長や時代遅れの情報など多

種多様である.氾濫した情報群の中から，必要な

情報を有機的に収集，選択することからはじめな

ければならない.コンピ品ータの分野では，普か

ら GIGO (Garbage In , Garbage Out) という

言葉がある.入ってくる情報が「くずj であれ

ば，出てくる決定も f くずJ で、しかありえない.

かりに加工，伝達等のメカ品ズムがどんなによく
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ても，川上の情報の質が悪ければ，川下の決定の

質も悪くなってくる.よいデータは，みずから問

題の本質を物語っているものである.この情報の

選択や中間加工のあり方について，コンピュータ

を活用した統合的な仕組みを作り上げることが課

題となってくる.企業体質改善の 1 つの方策とし

て，情報化システムとし、う企業の神経系の活性度

を上げる仕組みつ守くりが重要であると思う.

意識的に収集，選択された情報を，意思決定の

ための高次の情報にまで加工する技術，いし、かえ

ると，先読みの可能な情報をえる技術は， ORの

最も得意とする分野であり， ORスタップの活躍

の場でもある .ORは，数学を駆使し，手法もむ

ずかしく，難解な論理を展開する専門分野という

イメージがもたれている.ORスタップにとって

も，数式はOR展開の道具であり，意思決定者を

説得する武器であろう.しかし，意思決定者はO

Rの専門家ではない.求めるものは，道具の作り

方，仕組みではなく，正しい結果であり，正しい

使い方である.意思決定者と ORスタップのこの

ギャップを埋めるには，スタップからの一方通行

だけでなく，双方のコミュニケーションが重要で

ある.スタップは，現実の状況，具体的な事例に

よる説明，絵解きなど理解しやすい方法，プレゼ

ンテーション等の技術をみがく必要がある.マネ

ーシメント側としても，スタッフに具体的な命題

による問題解決の場を多く与え，経験をつませる

ことが大切で、ある.

最近TQCを積極的に展開している企業も多い

が， TQCではOR的発想、が強く要求され， OR 

の積極的活用はTQC活動の充実につながる.そ

こでよく耳にすることは，現実に直面する問題に

1984 年 4 月号

対して過去の類例がなく，紹介もされていないと

いう声である.それは rORは問題に対して個別

に創意工夫するもの」という ORの基本を忘れて

いる場合が多い.何もむずかしい手法だけが要求

されるのではなく，よい着想と調査，実験および

簡単な計算だけで，効果を上げられる課題もあ

る. ORを実践する者にとって，データを集める

力，データを通して問題を発見する力が，むずか

しい手法よりも大切である.そのカは，日頃から

合理的な考え方をもって仕事をすることで養わ

れ，それがいざという時に発揮されるものであ

る.

こうした風土が企業内にできあがれば，やがて

独自の管理技術が生まれ，先の情報化システム

も，ディシジョンサポートシステムとして企業

にしっかりと根をおろし，枯れることはないだろ

う.

こうして ORマインドが醸成されることが，組

織の活性化につながると考える.つまり， ORは

Office (職場)の Revolution (改革)に役立つと

考えている.

ORは，職場の条件や制限を重視するが，同時

にそれらをどう変れば画期的な改革ができるかを

知り，それをどう工夫すれば実現できるかの可能

性を究明することである.そうでなければ，最初

に作ったモデルの最適解を求めることにとどま

り，これは Evolution (改善)ではあり得ても，

Revolution (改革)とはなりえない.

これからの企業の課題は組織活性化にある.そ

の活性化をORに求めたい.そして優れたOR ス

タッフの育成と彼らに存分に力を発揮させるマネ

ージメントが，最も重要であると考えている.
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